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 飛べ！紙飛行機 ～ 6 年生と１年生の交流 ～ 

 25 日（木）はとてもよい天気でした。運動場から賑やかな声が

聞こえてきたので行ってみると、６年生と１年生が楽しそうに

紙飛行機を飛ばしながら交流していました。「遠くに飛ばすため

に」「長く飛び続けさせるために」「面白い飛び方にするために」

…と、子どもたちは自らの問いをもち、科学的な思考をしながら

試行錯誤していきます。ある１年生は私に、「右の羽だけ少し立

てて飛ばしてみるよ。ほら、まっすぐじゃなくてくるっと回るで

しょ。」と自ら見いだした理論を誇らしげに説明してくれました。 

 先日、昔遊びの良さを紹介しましたが、やっぱり昔から受け継

がれてきた遊び（文化）には、大きくて深い価値があると感じました。多くの紙飛行機博士

たちが自宅でも追試するのではないかと思います。その際は、安全に留意するようご指導く

ださい。よろしくお願いいたします。 

まわれ！風車 ～ １年生 生活科 ～ 

 紙飛行機交流が終わり、校長室で一息ついて

いたら、また運動場から賑やかな声が…。今度は

１年生が、MY風車をもって走り回っていました。

ちょうどいい具合の風も吹いており、勢いよくまわ

る風車に１年生はご満悦のようでした。風に向か

わせる向きを変えると、まわり方が逆になることを

得意げに説明した私でしたが、どの子も「そんな

の関係ねえ」と言わんばかりの塩対応でした。 

少しへこんでしまった私の気持ちが伝わったのか、影のハートをプレゼントしてくれた１年生の優し

さに励まされながら校舎へと戻る私でした。 

砥川小学校の宝に… ～ １秒でできる心磨き ～ 

 

 

 

 砥川小学校の靴箱はいつも美しいです。上記の詩

を思い浮かべながら、放送での価値付けや学級指

導を積み重ねておりますが、左写真のような状況が

『あたりまえ』になっています。みんなの心をそろえる

尊い取り組みを今後も継続していきます。 

はきものをそろえると心もそろう 心がそろうとはきものがそろう 
ぬぐときにそろえておくと はくときに心がみだれない 
だれかがみだしておいたら だまってそろえておいてあげよう 
そうすればきっと 世の中の人の心もそろうでしょう 


